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1．はじめに 
	 本研究は，非同期並列で開設・運営されるディスカッションル

ームへの参加者が自身の意見やアイデアを出し，日本のみならず

世界を豊かにする活動を実現することをめざしている．「世界を

豊かにする活動」として議論の対象となる問題の多くは，例えば

PM2.5による大気汚染問題に代表されるように，国境を越えて
リスクが生じる越境性や，一度問題が発生するとある時点で人類

にとってそれが致命的なものとなるかも知れない不可逆性を伴

っている．こうした複雑で解決困難な問題こそ，若者世代に積極

的な関与を求めたい課題であり，若い柔軟な思考によりグローバ

ルな議論に基づく問題解決への取組みが加速されるべきである． 
本研究では，若い学生達のディスカッション・ディベート能力

の育成を図りつつ集合知形成に寄与するコミュニケーション環

境を実現するため，様々 な国の学生が母語で容易にディスカッシ

ョンに参加できるように，ディスカッション環境を多言語環境へ

拡張することを試みた．また，広く市民コミュニティでの議論を

加速するため汎用的なサービス基盤の利用も同時に検討した．研

究を通じて参加者の外国語の障壁を取り去り，バックグラウンド

の異なる広範な参加者の意見を取り入れ，「世界」を意識したデ

ィスカッションの場を追求する．  
  
2．多言語ディスカッションルームの設計 
研究の準備として，非同期並列で動作するディスカッション

基盤の多言語サービスへの接続とそのための基盤整備を行った．

多言語サービスは，母語による発話者のテキストデータ翻訳を自

動化する．これを双方向に行い，母語によるディスカッションを 

図1：非同期並列実行型多言語ディスカッションルーム基盤の概要図 

実現する．この言語サービスとして， NPO法人言語グリッドア
ソシエーションが運営する言語グリッド[1]に登録され公開され
ている言語サービスAPIを呼び出すための機能を開発した．一
方，これに伴い，マルチエージェント環境でゲーミング実験が可

能な計算基盤であるMAGCruise（Multiagent Gaming Cruise）
[2]から，このサービスを利用できるように基盤環境の拡張を行
った．これにより，Web環境において非同期並列実行・運用が
可能なディスカッション環境を構築し，多言語コミュニケーショ

ンが可能となるよう設計した．同時にリアルタイム入力の状況が

参加者相互に把握できるように，打鍵動作を視覚的情報として伝

える機能など，利用者からみて利便性のある機能を追加した． 
 

3．実験の概要 
多言語ディスカッションの効果測定を目的として，研究ではま

ず，ディスカッションの2者対話分析から要素的な情報の流れの
表出を調べるための実験を行った．この実験では，日本人学生と

中国人学生が中国の環境問題の3大要因を巡り議論を行う．参加
者は，提示された3大要因である火力発電，工場排気，自動車排
気に関して解決策を議論する．議論後に参加者が各自，キーワー

ドの関連性の図解により議論を整理した．実験は5グループの統
制実験とし，グループ1～3は日中の学生各1名による多言語グ
ループ，グループ4は中国人学生2名の単言語グループ，グル
ープ5は日本人学生2名の単言語グループである．この議論を
通じて表出したキーワードを，対話の流れに沿って3パタン（議
論で共有されたが片方の学生にのみ図解されたキーワード，議論

になく事後の図解で新たに表出したキーワード，議論で共有化さ 

図2：実験群別の共通・相違キーワード，議論表出共通キーワード出現数 
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表1：キーワードカテゴリ分類にもとづくキーワード出現数 

れ，双方の図解に示されたキーワード）に分類しカウントした(図
2)．この分析でキーワードの共通性に着目すると，同言語グルー
プと比較して多言語グループでは議論では，より多くの種類のキ

ーワードが共有化される傾向があることがわかった．同言語間デ

ィスカッションでは共通に持つ情報が多く，ディスカッションに

よる情報流通の効果が表出しづらいことが予想される一方，異言

語間ディスカッションには情報流通による議論の広がりの効果

が伺える．また，両言語話者のキーワードの重なりから，思考や

理解の共通点が予想される結果を得た．  
 
3．拡張的な試行実験：汎用SNS基盤の活用 
今後広くこうしたディスカッション環境が提供され，広く多様

な市民コミュニティでも対話的な問題解決が進むことが望まし

い．この点で，よく利用される汎用SNS基盤の活用も発展的に
検討し試行した．具体的にはまず，SLACKを多言語化する試み
にトライし，実現性を確認した(図3）．同時に，同言語環境での
問題解決型のディスカッション実験を試行した．以下では特に，

SLACK上での同言語環境での実験について示す．  
	 実験では，日本人留学生が米国のMBAスクール入学後に英
語力の乏しさから自信を失う過程が書かれた，既存の経営ケース

教材を利用し，インクラス実験により行った．実験参加者は149
名で， SLACK上で8つのディスカッションルームのいずれか
にログインし，議論を行った．途中で指定討論者による代表討議

の仕組みを取り入れ，討論者とオーディエンスの役割を柔軟に変

更する試みを行った．このディスカッションにおいてはSLACK
のエモティコンが表現豊かに多用され，スレッド機能もよく使わ

れた．一方で，ディスカッションルーム内では，残念ながら場 

図3：汎用サービスSLACKの多言語試行実験：管理者画面（日中英表示） 

に相応しくないふざけた発言や不規則発言もみられ，事後アンケ

ートではそれを不快に思った学生も少なからず居たことが明ら

かになった．このことは，このようなシステムをオープンに運営

する際の社会的課題の発生リスクを示す結果となった．なお，本

実験の位置づけは同言語ディスカッション環境実験であったが，

言語にかかわらず，発言ログデータ分析において発話の種類のみ

ならず発言数・発言密度といった諸指標を適用し，ディスカッシ

ョンの活性度を評価し，ディスカッション環境を有効活用するた

めの条件を明らかにすることができると考えられる． 
 
４．おわりに 
本研究の貢献は，次の2点にまとめられる．1点めは，非同期
並列実行・運用が可能な多言語ディスカッションルーム構築し，

同言語ディスカッションとの比較実験から，多言語環境で得られ

たキーワードの広がりと，より活発な情報の流れを確認したこと

である．2点めは，汎用的なSNS環境の多言語化の実現性を示
した一方，単言語ディスカッション環境での一定規模の実験から

ソーシャル性に依存する課題も明らかにした点である．言語的な

多様性，バックグラウンドの多様性を包含しつつ，ディスカッシ

ョン環境の技術的側面・社会的側面の双方を明らかにし，「世界

を豊かにする活動」をかたちにする環境を整えることに貢献した．

議論参加者が，議論した問題に対する気づきを得て，議論の重要

性に触れ，これを機会としてディスカッション・ディベート能力

を高め，グローバルな集合知形成に寄与するコミュニケーション

環境でリーダシップを発揮してくれることを期待している． 
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キーワードカテゴリ	 日本人学生	 中国人学生	 計	
エネルギー	 12	 16	 28	
政府政策	 10	 11	 21	
法律	 5	 3	 8	
経済	 15	 17	 32	
教育	 6	 10	 16	
計	 48	 57	 105	


